
※印は実績値の減少によって達成率が向上するもの

事務事業評価シート
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実 施 形 態 直営 全部委託 一部委託 補助・負担 ）その他（
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内 容

３ 事務事業の実施状況と成果
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実施内容
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目標値又は
前年度値

実績値①
達成率又は ％前年度比

目標値又は
前年度値
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状

況

実績値②
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％前年度比

目標値の根拠・考え方区分 成 果 指 標 名 区 分 単位 (前年度値の場合は「前年度実績」)

目標値又は
前年度値

① 実績値
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成

果

％前年度比

目標値又は
前年度値

② 実績値
達成率又は

％前年度比

無印は実績値の増大によって達成率が向上するもの

 令和 2年度 (令和 1年度分)
令和 2年 7月

812000-01-07

教育部 学校教育課子ども支援員・介助員配置事業
414204-2964-1111

02 学びあいのまちづくり 平成7年 年

02 学校教育の充実

02 学校教育内容の充実

学校教育支援事業 1972

□ ■ □

■ □ □ □ □□ □

■ □ □ □ □

学級運営・指導が適切に行えること及び特別な教育的支援を必要としている児童生徒が安心して学校生活が行え
ることを目的に人的支援（援助）体制を構築する。平成29年度から「発達障害児童生徒支援員」の名称を「子ど
も支援員」に変更した。

小・中学校における心身障害児童生徒 なし

心身障害児童生徒が在籍する小・中学校で、児童生徒の安全性の確保及び身辺自立の補助を行うため、子ども支
援員・介助員を配置している。

ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）等の障害のある児童生徒の中で、担任の支援だけでは学習
上困難がある場合には子ども支援員の配置、また、身体に障害があり、授業中の支援、教室間の移動、着替え、
トイレ及び食事の介助等が必要な児童生徒に対しては介助員を配置する。

2022

子ども支援員を17名、介助員を15名配置し、特別な教育的支援を必要としている児童生徒に個々に応じた支援を令和 1年
行った。

平成29年 平成30年 令和 1年 令和 2年

子ども支援員・介 前年度実績         29          29          32人          30
助員配置人数

         29人          30          32

        100      103.45      106.67

                                            

                                 

                                 

                                            

                                 

                                 

                                            

                                 

                                 

平成29年 平成30年 令和 1年 令和 2年

子ども支援員の配 重度の発達障害の児童生         16          16          17          17人
置数 徒数

         16人          16          17

        100         100         100

                                            

                                 

                                 



埼玉県入間市

４ 事業費

区 分

当 初 予 算 額
事業費

①決算（見込）額

一般職・労務職
従 事

嘱託・再任用
職員数人件費経

費

パ ー ト 等

人 件 費 ②

総 事 業 費 ③＝①＋②

国・県支出金 ④

その他特定財源 ⑤

特 定 財 源 ⑥＝④＋⑤

入間市年間負担額 ③－⑥

⑦指標名効率性
指　標 ③÷⑦コスト

備 考

５ 事務事業の評価
◆１次評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性
個

別

評

価

必要不可欠 大変有効である 向上

有効である やや向上高い
普通 変わらない普通

やや悪化あまり有効でないやや低い
悪化有効でない低い

評 価 今 後 の 方 向 性総

合

的

評

価

充実
継続
縮小

廃止・休止
完了・終了

改 善 の 評 価

改善できた

やや改善できた

改善できなかった

改

善

課

題

◆２次評価

今 後 の 方 向 性 具 体 的 内 容総

合

的

評

価

充実

継続

縮小

廃止・休止

平成29年 平成30年 令和 1年 令和 2年

     38,719 千円     34,109 千円      34,373 千円      42,837 千円

     33,453 千円      36,131 千円     31,859 千円

        0.3 人　        0.2 人　        0.15 人　

          0 人　           0           0人　 人　

          0 人　 人　          0           0 人　

      2,033 千円       1,503 千円       2,410 千円

     33,892 千円      34,956 千円      38,541 千円

          0 千円           0 千円           0 千円

          0 千円           0 千円           0 千円

          0 千円          0 千円           0 千円

     38,541 千円     33,892 千円      34,956 千円

支援員・介助員配置人          29 人          30 人          32 人

支援員・介助員１人当   1,168,689 円   1,165,200 円   1,204,406 円

□ □□
■ □■
□ ■□

□□□
□□□

■重度の発達障害のある児童生徒への子ども支援員の配置および、身体障害により介助が必要
□な児童生徒への介助員の配置を行うことで、子どもたちが安心して学校生活を送れた。また
□、該当する児童生徒だけではなく学級全体が落着き、授業が円滑にすすめることが出来た。
□
□

令和 1年度の取り組み課題

重度の発達障害のある児童生徒への子ども支援員の配置および、身体障害により介助が必要
□な児童生徒への介助員の配置を行うことで、子どもたちが安心して学校生活を送れるように

する。該当する児童生徒は年々増加傾向にあり、年度途中でも転入や症状の進み具合により ■
、新たに支援員の配置が必要になることも考えられるため、人員増の柔軟な対応が課題であ □
る。

令和 2年度の取り組み課題

重度の発達障害のある児童生徒への子ども支援員の配置および、身体障害により介助が必要な児童生徒への介助員の配置
を行うことで、子どもたちが安心して学校生活を送れるようにする。該当する児童生徒は年々増加傾向にあり、年度途中
でも転入や症状の進み具合により、新たに支援員の配置が必要になることも考えられるため、人員増の柔軟な対応が課題
である。

令和 3年度の取り組み課題

引き続き、子ども支援員および介助員を配置することで、子どもたちが安心して学校生活を送れるようにする。該当する
児童生徒は年々増加傾向にあり、年度途中でも転入や症状の進み具合により、新たに支援員の配置が必要になることも考
えられるため、人員増の柔軟な対応が課題である。

□

□

□

□


